
世界遺産 ュースレタ

写真提供 :窪国 叡

VOl.10

「富
士
出
の
目
の
制
定
に
あ
た
！！！つ

て
」

い
韓
』
帥
巾
」
】

す ど の
中
砕
市
学
的
市
車
弥
市
峰
勤
『
市
単
一一一
い
中
↓
中
中

一
券
『

申
中

を
寄
せ
、

富
士
山
憲
章
の
理
念
に
基
づ
き
、

富
士
山
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
期
す

る
日
と
し
て
２
月
２３
日
を

「
富
士
出
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

ま
た
、

県
で
は
山
梨
県
や
関
係
市
町
な
ど
と
連
携
し
て
、

富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
に
向
け
た
取
組
も
進
め
て
い
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
登
録
は
、

富
士
山
を

『人
類

の
宝
』
と
し
て
守

っ
て
い
く
こ
と
を
世
界
に
約
束
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
約
束
を
守

っ

て
い
く
た
め
に
、

富
士
出
が
所
在
す
る
県
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
、

私
た
ち

一
人
ひ
と

り
が
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
富
士
山
の
日
」
の
制
定
を
契
機
に
、

よ
り
多
く

の
方
々
が
富
士
山
を
守
る
活
動
に
関
心
を
持
た
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

富
士
出
を
愛
す
る
県
民
の
皆

さ
ん
、　

一
致
団
結
し
て
富
士
山
を
守
り
、

世
界
に
誇

れ
る
富
固
有
徳
の
理
想
郷

「
ふ
じ
の
く
に
」
を
創

っ

て
い
き
ま
し
よ
う
。

◎
富
士
山
の
日
（２
月
２３
日
）
制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト
情
報

◎
習
受
奈
羅
図
と
富
士
山
の
自
然
』

（静
岡
県
学
術
委
員
会
委
員
　
増
沢
　
武
弘
）

◎
公
開
セ
ミ
ナ
ー
ヨ
昌
士
山
を
知
ろ
う
」
を
開
催
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◎
富
士
山
の
日
制
定
を
記
念
し
て

２
月
郷
日
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

「富
士
出
世
界
文
化
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

■
開
催
日
時
／
平
成
２２
年
２
月
２３
日
例

・３
時
１５
分
～
１６
時

■
会
場
／
グ
ラ
ン
シ
ツ
プ
会
議
ホ
ー
ル
　
風

（静
岡
市
駿
河
区
池
田
７９
‐
４
）

■
内
容
／

①
基
調
講
演

高
階
秀
爾
　
氏

（大
原
美
術
館
館
長
）

②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

静
岡
混
声
合
唱
団
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ツ
シ
ョ
ン

【パ
ネ
リ
ス
ト
】

稲
葉
信
子
　
　
氏

（学
術
委
員
）

村
松
舜
謂
　
　
氏
（作
家
）

岸
本
加
世
子
　
氏

（女
優
）

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

秋
岡
柴
子
　
氏

（経
済
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）

■
募
集
人
数
／
先
着
３
０
０
名

（要
申
込
）

■
応
募
方
法
／

ハ
ガ
キ
、

電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル

■
問
合
せ
／
世
界
遺
産
推
進
室

０

５

４

１
２

２

１

１
３

７

４

６

（４
ペ
ー
ジ
欄
外
を
御
参
照
く
だ
さ
い
）

「
ふ
る
さ
と
富
士
写
真
展
」

■
開
催
期
間
／
平
成
２２
年
２
月
２３
日
側

～
３
月
７
日
個

■
会
場
／
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
３
階
ロ
ビ
ー

（静
岡
市
駿
河
区
池
田
７９
‐
４
）

■
内
容
／

「ふ
る
さ
と
富
士
」
が
あ
る
自
治
体

か
ら
の
提
供
に
よ
る
写
真
展
示

■
問
合
せ
／
県
民
部
政
策
監

（富
士
山
総
合
調
整
）

０

５

４

１
２

２

１

１
３

３

０

２

一富
士
山
に
向
か

っ
て
歩
こ
う
！
」

■
開
催
日
時
／
平
成
２２
年
２
月
２３
日
例

１０
時
か
ら
約
２
時
間

■
会
場
／
富
士
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド

（富
士
宮
市
上
井
出
３
６
９
０
）

■
内
容
／
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド
か
ら
朝
霧
高
原
広
見

地
区
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（約
７
・
５
ｋｍ
）

■
問
合
せ
／
富
士
ミ
ル
ク
ラ
ン
ド

０

５

４

４

Ｌ

Ｄ

４

１
３

６

９

０

「畜
産
技
術
研
究
所
か
ら

厳
冬
の
富
士
曲
を
観
ま
せ
ん
か
」

■
開
催
日
時
／
平
成
２２
年
２
月
２３
日
例

１０
時
～
１２
時

■
会
場
／
畜
産
技
術
研
究
所

（富
士
宮
市
猪
之
頭
１
９
４
５
）

■
内
容
／
所
内
か
ら
の
富
士
山
観
望

・
施
設
見

学

・
畜
産
物
試
食

■
問
合
せ
／
畜
産
技
術
研
究
所
富
士
山
観
望
係

０

５

４

４

１
５

２

１
０

１

４

６

◎
関
連
す
る
記
念
イ
ベ
ン
ト

県
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「日
本
画
に
見
る
風
景

‐―
富
士
を
愛
で
る

曲
水
か
ら
風
景
画
へ
―
」
展

■
開
催
期
間
／
平
成
２２
年
２
月
２０
日
働

～
３
月
２８
日
側

■
会
場
／
掛
川
市
二
の
丸
美
術
館

（掛
川
市
長
谷
１
丁
目
１
１
１
）

■
内
容
／

冒
田
士
山
」
と

「風
景
画
の
変
遷
」
の
２

つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
日
本
画
の
展
示

■
問
合
せ
／
県
立
美
術
館

０

５

４

１
２

６

３

１
５

７

５

５

「空
の
日
富
士
山
静
岡
空
港

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
展
」

■
開
催
期
間
／
平
成
２２
年
２
月
下
旬
か
ら

約
１
か
月
間

■
会
場
／
富
士
山
静
岡
空
港
２
階
富
士
山
回
廊

（牧
之
原
市
坂
日
３
３
３
６
１
４
）

■
内
容
／
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
の
展
示

■
問
合
せ
／
空
港
利
用
推
進
室

０

５

４

１
２

２

１

１
３

５

３

９

「２
２
３
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

■
開
催
日
時
／
平
成
２２
年
２
月
２．
日
働

９
時
３０
分
～
１３
時
３０
分

■
会
場
／
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

（富
士
宮
市
根
原
１
番
地
）

■
内
容
／
ふ
じ

っ
ぴ
―
と
３
，７
７
６
ｍ
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、

富
士
山
講
座
等

■
問
合
せ
／
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

０

５

４

４

１
５

２

１
０

３

２

１

お具Ｈ空」日

士山世界文化遺産登録
発ポスター(第3弾 )完成!!

富士山の国の制定に合わせて世界遺産啓発ポスター第3弾を作成しました。

今回のポスター|よ写真家大山行男氏の作品を用しヽ、富士山を詠んだ和歌を掲載する

ことで、富士山の文化的価値をP日しています。

県内の市町役場、図書館、』日の主要駅などに掲示予定ですので、是非こ覧ください。



曼
奈
羅
図
に
描
か
れ
た
植
生

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
大
鳥
居
か
ら
社
殿

を
見
上
げ
る
と
、

背
景
に
富
士
山
が
美
し
く
そ

び
え
、

広
が

っ
て
い
る
。

大
社
に
保
存
さ
れ
て

い
る
、

室
町
時
代
に
狩
野
元
信
が
描
い
た
富
士

曼
奈
羅
図
に
は
、

静
岡
市
の
海
岸
、

三
保
の
松

原
か
ら
富
士
山
頂
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。

信

仰
に
係
る
絵
図
で
は
あ
る
が
、

標
高
が
上
が
る

に
つ
れ
植
物
の
分
布
が
少
し
ず

つ
変
化
し
、

標

高
２
，５

０
０

ｍ
あ
た
り
の
位
置
に
は
森
林
限
界

が
あ
る
様
子
も
し

っ
か
り
描
か
れ
て
い
る
。

曼

奈
羅
図
の
中
に
も
古
い
時
代
の
植
生
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。

海
岸
か
ら
中
腹
ま
で
に
は

建
物
や
当
時
の
登
拝
者
の
様
子
が
み
え
る
。

森

林
限
界
以
上
で
は
特
に
植
物
は
見
ら
れ
ず
、

山

頂
ま
で
登
る
人
々
の
行
列
が
ジ
グ
ザ
ク
に
続
く
。

古
く
か
ら
、

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
日
本
人
が

こ
の
山
の
頂
き
を
目
指
し
た
の
だ
。

こ
の
図
か

ら
は
、

当
時
の
富
士
山
信
仰
に
係
わ
る
す
べ
て

が
、

こ
の
際
立
っ
た
山
の
山
体
そ
の
も
の
、

木
々
、

草
木
な
ど
の
自
然
に
包
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
見

て
と
れ
る
。

ふ
も
と
か
ら
山
頂
ヘ

現
在
の
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
あ
た
り
に

は
、

ス
ギ
林
と
照
葉
林
が
広
が

っ
て
い
る
。

さ

ら
に
そ
の
後
ろ
に
は
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地

が
広
が
る
。

こ
の
地
域
は
、

植
生
帯
の
分
類
で

は
山
地
帯
と
い
え
る
が
、

こ
こ
は
古
く
か
ら
人

が
出
入
り
し
て
い
た
。

人
々
の
生
活
や
産
業
の

場
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

さ
ら
に
そ
の
後
背
は
、

落
葉
広
葉
樹
林
と
常

た
る
ブ
ナ
の
幼
木
が
見
ら
れ
な
い
。

将
来
も
こ

の
森
林
が
生
き
続
け
る
と
は
思
え
な
い
高
齢

の

社
会
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。

こ
こ
よ
り
標
高
の
高
い
常
緑
の
針
葉
樹
林
帯

は
コ
メ
ツ
ガ
、

シ
ラ
ビ
ソ
の
林
で
あ
る
。

浅
問

大
社
か
ら
見
る
と

一
年
中
黒
緑
色
の
林
が
ど

っ

し
り
と
し
て
い
て
、

富
士
山
の
重
み
を
演
出
す

る
堂
々
た
る

一
帯
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
上
部
で
は
森
林
限
界
と
な

っ
て
、

あ
る
の
は
カ
ラ
マ
ツ
や
ミ
ヤ
マ
ヤ
ナ
ギ
な
ど

の

わ
い
性
低
木
の
群
落
だ
。

曼
奈
羅
図
で
は
こ
の

あ
た
り
の
標
高
ま
で
緑
と
建
物
が
描
か
れ
て
い

る
。

現
在
の
５
合
目
に
あ
た
る
こ
の
場
所
は
、

江
戸
時
代
か
ら
人
々
が
集
ま
り
、

小
屋
を
建
て

て
、

山
頂
ま
で
の
行
程
の
重
要
な
休
憩
所
お
よ

び
基
地
と
な

っ
て
い
た
。

山
頂
ま
で
は
６
時
間

ほ
ど
か
か
り
、

岩
と
砂
の
荒
涼
と
し
た
斜
面
を

登
る
こ
と
に
な
る
。

長
い
道
の
り
で
あ
る
。

浅

間
大
社
の
室
町
時
代
の
曼
茶
羅
図
で
は
、

登

っ

て
行
く
ジ
グ
ザ
ク
の
登
山
道
と
人
が
見
え
る
。

山
頂
に
は
浅
間
神
社
が
あ
り
、

そ
ば
に
古
く

か
ら
金
明
水
、

銀
明
水
と
名
づ
け
ら
れ
た

「わ

き
水
」
を
貯
め
た
井
戸
が
あ
る
。

こ
の
水
源
は

山
頂
の
雪
や
永
久
凍
上
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
は
夏
期
に
水
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

古
く

は
山
頂
で
字
を
書
く
た
め
の
墨
を
す
る
水
と
し

て
使
い
、

「お
ふ
だ
」
な
ど
に
文
字
を
入
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
植
物
群
や
植
生
帯
の
成
り
立
ち

と
、

地
質

・
地
形
学
的
な
特
徴
で
あ
る
富
士
山

の
秀
逸
な
形
態
と
の
組
み
合
せ
、

こ
れ
が
信
仰

と
憧
憬
の
対
象
と
し
て
の
富
士
山
の
存
在
を
、

ま
す
ま
す
強
回
な
も
の
と
し
て
き
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

文
化
遺
産
と
し
て
の
富
士
山
を
検
証
し
て
い

く
上
で
、

信
仰
の
場
と
自
然
の
要
素
の
か
か
わ

り
を
、

あ
ら
た
め
て
大
き
く
と
ら
え
る
こ
と
が

大
切
だ
ろ
う
。

文
化
遺
産
に
関
わ
る
委
員
会

・

国
際
記
念
物
遺
跡
会
議

（イ
コ
モ
ス
）
の
関
係

者
が
、

こ
の
自
然
要
素
と
い
う
側
面
に
つ
い
て

指
摘
し
た
の
は
、

富
士
山
と
い
う
存
在
の
大
き

さ
と
、

自
然
の
意
義

の
深
さ
を
認
識
さ
せ
て
く

れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
山
の
高
さ
と
独
自
の

美
的
要
素
が
、

信
仰
や
芸
術
の
対
象
と
な

っ
た

大
き
な
要
素
だ
が
、

そ
の
美
し
さ
を
構
成
し
て

い
る
の
は
、

ま
さ
に
富
士
山
の
自
然
そ
の
も
の

だ
と
い
え
よ
う
。

静岡県学術委員会委員

増沢 武 弘
(静岡大学理学部教授)

緑
の
針
葉
樹
林

へ
と
続
い

繭
て
い
く
。
ブ
ナ
と
ミ
ズ
ナ

期

ラ
は
必
葉
樹
林
帯
の
代
表

潮
的
な
種
類
で
、
春
に
は
新

相
緑
、
秋
に
は
紅
葉
の
美
し

Ｊ
割
い
色
あ
い
を
見
せ
る
。
し

嗣
だ　
か
し
、
大
変
幹
の
大
い
木
々

華
働
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、

艶
致
こ
と
に
ブ
ナ
は
ほ
と
ん
ど

範
蓮
が
高
齢
木
で
あ
る
た
め
、

隔
難
周
辺
に
子
供
や
若
者
に
あ



■
講
義
内
容

０
１
７
０
０
万
年
前
、

伊
豆
半
島
は
フ
ィ
リ
ピ

ン
東
方
の
熱
帯
火
山
群
だ

っ
た
。

そ
れ
が
フ

ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
と
も
に
北
進
し
、

２
０
０
万
年
前
ま
で
に
本
州
に
衝
突
し
た
。

富
士
山
は
、

日
本
の
陸
上
火
山
で
は
稀
な
玄

武
岩
の
火
山
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
衝
突

の
際
に
南
海
ト
ラ
フ
が
折
り
曲
げ
ら
れ
、

大

量
の
玄
武
岩
マ
グ

マ
が
供
給
さ
れ
て
で
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。

・
富
士
山
の
主
な
湧
水
は
、

標
高
１
０
０
０
メ

ー
ト
ル
以
上
で
降

っ
た
雨
が
１０
年
か
ら
Ｓ
年

か
か

っ
て
湧
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
科
学
的

な
分
析
に
よ
り
判
明
し
て
い
る
。

■
講
義
内
容

・
富
士
山
の
噴
火
は
、　

一
般
人
に
は
理
解
で
き

な
い
神
業
で
あ
り
、

噴
火
を
鎮
め
る
こ
と
が

浅
間
神
社
の
原
型
と
な

っ
た
。

・
富
士
山
は
、

漁
師
や
航
海
者
に
と
っ
て
自
ら

の
位
置
を
測
る
た
め
の
目
印
だ

っ
た
。

特
に

漁
師
か
ら
は
、

海
上
安
全
、

大
漁
の
神
様
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
。

・
人
々
は
、

昔
か
ら
富
士
山
に
人
格
を
与
え
、

神
聖
な
る
山
と
し
て
富
士
山
か
ら
特
別
な
力

を
も
ら
っ
て
い
る
。

富
士
山
に
は
、

原
始
的

な
山
岳
信
仰
の
形
態
が
残

っ
て
お
り
、

世
界

的
に
み
て
も
ま
れ
な
精
神
の
象
徴
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

第
３
回

『富
士
山
は

い
か
に
描
か
れ
て
き
た
か
』

■
日
時
　
平
成
２．
年
１０
月
１７
日
働

■
場
所
　
清
水
テ
ル
サ

■
講
師
　
片
桐
弥
生
　
氏

（静
岡
文
化
芸
術
大
学
准
教
授
）

■
講
義
内
容

・
『伊
勢
物
語
』
九
段
で
は
、

冒
田士
山
は
京
都

で
い
え
ば
比
叡
の
山
を
二
十
ば
か
り
重
ね
た

程
で
、

形
は
塩
を
盛
っ
た
よ
う

（円
錐
型
）

で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

・
鎌
倉
時
代
以
前
は
、

富
士
山
の
実
際
の
姿
を

見
た
人
が
少
な
く
、

描
か
れ
た
絵
は
山
の
傾

斜
が
実
際
よ
り
も
急
で
、

高
い
山
と
い
う
こ

と
が
強
調
さ
れ
た
。

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
東

海
道
の
往
来
が

盛
ん
に
な
り
、

富
士
山
を
目
に

す
る
人
が
増
え

た
こ
と
か
ら
、

実
際
の
形
に
近

い
絵
が
描
か
れ

る
よ
う
に
な

っ

た
。

富
士
山
の
文
化
的
価
値
を
県
民
の
皆
様
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

県
学
術
委
員
会
委
員
を

講
師
と
し
て
３
回
シ
リ
ー
ズ
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
回

『富
士
山
の
自
然
の
特
性
』
　

　

第
２
回

『こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
、

■
日
時

平
成
２．
年
９
月
１２
日
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
山
の
歴
史
と
信
仰
』

■
場
所
　
富
士
市
交
流
プ
ラ
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
■
日
時
　
平
成
２‐
年
１０
月
３
日
働

■
講
師
　
土
　
隆

一　

氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
場
所
　
裾
野
市
東
西
公
民
館

（静
岡
大
学
名
誉
教
授
）
　
　

　
　

　
　

■
講
師
　
中
村
羊

一
郎
　
氏

（静
岡
産
業
大
学
教
授
）

ン 霞L日
摩 ti _

襲Hl

(受講者の皆様には職員手作りの受講証をプレゼントしました)

《
現
地
学
習
会
》

■
日
時
／
平
成
２．
年
１１
月
１５
日
倒

■
視
察
地
／

富
士
山
本
宮
浅
問
大
社
、

白
糸
ノ
滝
、

村
山
浅
間
神
社
、

富
士
山
資
料
館

公
開
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
対
象
に

現
地
学
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
は
富
士
山
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
に
お
け
る
構
成
資
産
候
補

地
を
視
察
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は

「富
士
山
に
つ
い
て

新
た
な
発
見
が
あ

っ
た
」
、　

ど
田
士
山

の
文
化
的
価
値
を
再
認
識
で
き
た
」

「詳

し
い
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
非
常

に
興
味
深
か

っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
も
同
様
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
予

定
で
す
の
で
、

多
数
の
皆
様
の
御
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈富士山本宮浅間大社での説明の様子〉

獅  年学配Fし1母!インクを悼"してャ|ます。
※「構成資産候補の紹介」と「世界遺産用語解説」はお休みします。




